
非稼働病棟を有する医療機関の再稼働に係る調書（山口病院） 

 

基本情報 

医療機関名 山口病院 

開設者 医療法人社団芳仁会 

管理者 山口 哲也 

所在地 熊本県熊本市西区田崎 3 丁目 1 番 17 号 

診療科目 外科・整形外科・内科・小児科・胃腸科・呼吸器科・麻

酔科・肛門科・泌尿器科・リハビリテーション科・皮膚

科 

診療体制 ・医師 4.3 人 （常勤 4 人、非常勤 0.3 人） 

・看護師 8.1 人（常勤 7 人、非常勤 1.1 人） 

許可病床数 72 床（一般 21 床、療養 51 床） 

機能別病床数 
（令和６年度病床機能報告） 

高度急性期  床 

急性期   床 

回復期   床 

慢性期   51 床 

休 棟 21 床（休棟前：急性期）  

病床稼働率 60％（休棟中を除く） 

 

非稼働病棟の状況 

非稼働病床数 21 床 

非稼働の時期 令和 6 年 4 月 1 日 

非稼働の理由 看護職員の人員不足、医師の高齢化 

        

再稼働に向けた今後の計画 

再稼働の時期（予定） 令和 8 年 6 月 1 日 

再稼働予定病床数 21 床 

再稼働病棟の病床機能 回復期機能 

再稼働の理由 

 

 以前は、急性期病棟で整形の手術等の患者を中心に入

院受け入れを行ってきましたが、看護師不足や医師の高

齢化により、令和 6 年 4 月から当該病棟を休棟しており

ます。 

 入院から在宅支援に至るまで幅広い機能を担う中で、

近年は、当地区における高齢者救急の受け入れと回復期

機能の受け皿のニーズが高まってきていると認識してい

ますが、医師の高齢化や看護師不足により救急受け入れ

についても制限せざるを得ない状況が続いております。  

そのため、病棟の再稼働を行うとともに地域包括ケア

病棟による回復期機能へ転換を図り、当地区における高

齢者救急の積極的な受け入れや、退院後の在宅医療及び
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介護保険事業を担っていきたいと考えています。 

 なお、医師の高齢化がこれまでの職員確保の足枷とな

っていた面もありましたが、令和 7 年 11月より新たな常

勤医師の入職が決まりました。現在、組織体制の活性化

と既存人員の業務効率化を図るとともに、再稼働にむけ

た看護師確保に着手しているところです。 

 また、現在稼働している療養病棟 51 床は病床稼働率が

60％程度ですが、組織体制の活性化及び営業活動を通じ

今後病床稼働率は 90％まで増加する見込みです。営業活

動を通じて要望賜ります高齢救急の積極的な受け入れや

ポストアキュート及び在宅医療でお困りの患者を受け入

れるためには、療養機能と回復期機能の“両輪”を確保

することが不可欠であり、そのために 21 床の再稼働が必

要であると判断しております。 

診療科目（予定） 外科・整形外科・内科・循環器内科・小児科・胃腸科・

呼吸器科・リハビリテーション科 

診療体制（予定） ・医師 4.3 人 （常勤 4 人、非常勤 0.3 人） 

・看護師 15.1 人（常勤 14 人、非常勤 1.1 人） 

 

その他 

 

 

 


